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山陰地方東部（鳥取県中西部測線）の比抵抗構造調査の概要
Preliminary report on a 2D resistivity structure in the middle-western part of Tottori Pre-
fecture, southwest Japan
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本研究の目的は、地殻深部低比抵抗領域と地震活動の関連を明らかにするために、山陰地方東部域・鳥取県中西部を
横断する電気比抵抗構造断面を推定することである。本講演では、主に 2009年の秋～冬に実施した広帯域MT法を用い
た比抵抗構造調査 (鳥取県中西部測線)の概要について発表する。

これまでに京都大学防災研究所並びに鳥取大学工学部を中心とする研究グループは、山陰地方や四国地方外帯において
電気比抵抗構造と地震活動の間に密接な関連がみられることを示してきた。例えば、山陰地方東部では（鳥取地震（1943
年、M=7.2）の地震断層である吉岡・鹿野断層をはじめとして、鳥取県西部地震（2000年、M=7.3）等、顕著な地震の震
源域およびそれらを含み日本海沿岸部に沿う帯状の地震活動域を横切る測線で深部地殻比抵抗構造調査を実施し、その
結果、ほぼ東西方向に伸びる地震活動帯に沿って、高比抵抗領域である地震発生層の下、地殻深部に低比抵抗領域の存
在を明らかにした。このような観測事実は、低比抵抗領域をもたらすもの、おそらくは地殻流体（水）が、地震発生に
関して重要な役割を果たす可能性を示す。
　
このような背景のもと、山陰地方で発生する地震活動の源を探るために、2009年晩秋、鳥取県中西部域 (鳥取県倉吉

市～岡山県真庭市)において比抵抗構造調査を実施した。鳥取県中西部地域は、鳥取地震（1943）や鳥取県中部の地震
（1983）の地震活動帯の西側延長部にあたり、同時に、2000年鳥取県西部地震や第四紀火山である大山火山の地震空白域
の東側に位置する。この地域では 2000年鳥取県西部地震発生直後に起きた大山火山付近の地震活動や鳥取県中部の地震
（2002年、Mj=5.3）が発生しており（中尾他，2003）、この地域でも既存研究から明らかにされたような比抵抗と地震活
動の関連性の存否を確認することはこの地方で帯状に発生する地震活動の源を探る上で重要である。
　
観測には Phoenix社製の広帯域地磁気地電流測定システム（MTU5およびMTU2E）を用いた。観測項目は電場 2成分

(東西・南北)と磁場 3成分 (東西・南北・鉛直)である。11月上旬から下旬にかけての約１ヶ月間行われた。観測地点数
は合計 8地点である。残念ながら、観測期間中に地磁気あらしの発生はなく、大規模な地磁気変動を観測することが出
来なかった。予察的に行った１次元比抵抗構造解析の結果からこの地域の地下構造には構造境界があること、この地域
では既存研究から明らかにされたような比抵抗と地震活動の明瞭な関連性（内陸大地震の震源域を内含するような地震
活動帯の地下に特徴的な比抵抗構造?地殻深部の低比抵抗領域の存在とその上側の高比抵抗の地殻内で地震が発生するこ
と?が存在する）が確認されないことが推察された。本講演ではこれらをふまえて行われた２次元構造解析の結果につい
て報告する。
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